
　第８回市町村対抗子ども駅伝大会が３月２日（土）河
合町の馬見丘陵公園で、県内の各市町村代表３５チーム
が参加し行われました。
　御杖村では１１月に小学校児童に対し参加者を募っ
たところ、５、６年生児童１７名が集まり、１２月中旬より
岡田法顯監督の指導のもと“心はひとつ　パワー全開”
を合言葉に放課後、練習を重ねてきました。
　今回、その中から児童１２名が御杖村代表として出場
しました。残念ながら選手として選ばれなかった児童
も、応援団として参加しました。
　結果は１時間２分４７秒で、総合３５チーム中３１位（村
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の部５位）、昨年の順位を１つ上回ることができました。
目標であった『総タイム１時間切り』と『村の部３位入
賞』は果たせませんでしたが、合言葉どおり、チームが
ひとつになって頑張りました。
　駅伝大会終了後のタイムトライアルレースに参加
した４人の児童たちも日々の練習以上の成績をおさ
めました。
　この大会は県内の子どもたちの体力向上と連帯感
の育成を目標としており、御杖村体育協会としても
その目的に賛同し、今後とも学校との協力体制を図
り選手のサポートを行っていきたいと考えています。

【御杖村代表チーム】（五十音順）
　井嶋　南里　　　  菊山　飛颯  　　　小関　瑞森  　　　坂本　華恋　　　  坂本　勇斗  　　　坂本　陽斗
　鈴木　千晴　　　  田中　　人  　　　中嶌　海了  　　　橋口　陽奈  　　　盛岡　勇斗  　　　森田佑羽愛
【チーム応援団】（五十音順）
　今井　菜結　　　  岡村　洸真  　　　篠田　怜菜  　　　橋口　瑠奈  　　　馬場　柚衣

『御杖村代表　チームがひとつになれた』
第８回市町村対抗子ども駅伝大会
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●みつえtopics

（単位・千円）（単位・千円）

（単位：千円・％）

特
　
別
　
会
　
計

内
訳

平成２５年度 前年度比

❶
豊かな森に抱かれたやすらぎ憩い空間づくり

❷
 “地域の杖”で支える村民主体の元気なむらづくり

主な施策の概要

● 村道新設改良事業 １６２，０００

村道三畝線及び白髪線の拡幅改良工事を行います。

● 村道災害防除（法面対策）事業 ３１，０００

安全で安心に走行できる快適な道路空間の確保のため、崩
落、落石対策工事を行います。

● 空き家改修補助金 ２，５００
空き家の有効活用を通して、御杖村への移住及び定住を促進
するため、空き家バンクに登録されている物件の修繕に対し、
物件の所有者等に補助金（上限額１００万円）を交付します。

● 合併処理浄化槽設置補助金 ２，９８４
生活排水による河川などの水質汚濁を防ぐため、合併処理
浄化槽の設置を促進しています。
５人槽　３３２，０００円、７人槽　４１４，０００円の助成を行います。

● 橋梁長寿命化修繕補修事業 １１，０００

平成２４年度に策定しました「橋梁長寿命化修繕計画」に基
づき、計画的に傷んだ橋梁を補修し、長寿命化を図ります。

● 障害者自立支援給付費及び医療費 ６５，６１５

障害者総合支援法に基づく自立支援給付（介護給付、訓練
等）や更生医療給付を行います。

● 保育所運営費 ４０，９０７

働く保護者の子育てを支援するための延長保育や０歳児か
らの低年齢児保育等保育所の運営費用です。

● 特定健康診査・保健指導事業 ２，８９４
メタボリックシンドロームの該当者及びその予備群を減少
させるため、特定健診、特定保健指導を実施します。

● 医療機器更新事業 ６，７７３
診療所の医療体制の充実のため、胃内視鏡装置の更新を行
います。

● 福祉医療及び子育て支援医療費 ７，５６９
中学３年生までの子ども、ひとり親家庭の保護者とその子
ども、（重度）心身障害者へ医療費の一部を助成し、病気
の早期発見、治療を行い福祉の増進を図ります。また中学
３年生までの子どもの医療費について、自己負担金の無料
化を行います。

一般会計歳入一般会計歳出

一般会計予算は２０億２，５００万円で、公共土
木施設災害復旧事業費の減少により前年度当
初予算に比べて２億３，１００万円、１０．２％の
減額となっています。特別会計を合わせた村
全体の予算総額は約２９億６，６００万円となり
ました。

平成２5年度一般会計予算
一般会計 20億2,500万円（対前年度比10.2％減）

村民一人当たりの予算　１，０１８，１００円村民一人当たりの予算　１，０１８，１００円

● 簡易水道再編推進事業 １２２，４００

安全で安定した給水の確保のため、老朽化が進んだ中央監
視制御装置の更新を行います。

● 民間木造住宅耐震診断・耐震補強補助金交付事業 １，７２５
地震に強い安全なむらづくりを推進するため、現在の耐震基
準が施行される前の昭和５６年以前に建築された木造住宅の
耐震化を進めます。耐震診断については、耐震診断士の派遣
制度を創設し、耐震補強工事については、補助金を交付します。

● 児童手当 １２，９０５

次世代の社会を担う子ども一人ひとりの育ちを社会全体で
応援するため、３歳未満と、小学生までの第３子以降は月
１５，０００円、３歳から小学生までの第１子と第２子、中学生
は月１０，０００円を支給します。

特別会計 ……………  9億4,056万3千円 （対前年度比9.1％増）
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平成２４年度

2,256,000
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△ 231,000
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△ 15.2
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6.6

△ 4.9

全会計 29億 6,556万3千円（対前年度比4.9％減）

歳入
２２億４，０００万円
歳入

２２億４，０００万円

　使用料及び手数料
　　　 　
　寄附金 
　諸収入 
　繰越金 　　
　財産収入
　分担金及び負担金

村債
１億４，３９０万円

県支出金　１億４，０４５万４千円

地方譲与税　３，４９４万９千円

地方消費税交付金　１，５２０万円

その他
　自動車取得税交付金
　配当割交付金
　交通安全対策交付金
　利子割交付金
　地方特例交付金
　株式等譲渡所得割交付金

村　税　　　１億１，４５９万円

　 会 計 名 　

一 般 会 計

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付

簡 易 水 道 事 業

国 民 健 康 保 険

（事 業 勘 定)

（ 診 療 施 設 勘 定 )

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

　 合 　 　 計 　

予備費議会費

消防費教育費

災害復旧費

農林水産業費

総務費民生費公債費

緊急時に
備えるために
5,028 円

議会運営
のために
19,539 円

平成25年3月1日現在／人口 1,989人で計算

学校や生涯
学習のために
77,110 円

災害からの
復旧のために
10,123 円

土木費
道路や村営
住宅のために
139,282 円

農林業の
振興のために
60,786 円

行政運営の
ために
162,791 円

福祉・医療の
ために
183,515 円

村債やその利子
の返還のために
220,856 円

衛生費
ごみ処理や病気
予防のために
55,974 円

ごみ処理や病気
予防のために
62,302 円

商工費
商工業・
観光振興のために
18,095 円

商工業・
観光振興のために
21,035 円

消防や防災
対策のために
49,043 円

消防や防災
対策のために
55,733 円

自主財源自主財源

２，３５７万４千円
１，６０８万９千円
１，２３３万７千円
１，０００万円

７７７万３千円

２１６万８千円

地方交付税
１２億７，８０７万７千円

歳入
２０億２，５００万円

１，４５４万７千円
５０万７千円
５０万円　　
３９万６千円
２３万８千円
１０万円　　

歳出
２０億２，５００万円

普通建設事業費
３億１，９７１万５千円

人件費
４億８，３１５万円

公債費
４億３，９２８万３千円

補助費
２億６，２７８万７千円

災害復旧事業費
　　　　２，０１３万５千円

物件費
２億１９９万９千円

その他
積立金　　　　　１，３６３万３千円
投資及び出資金　１，０００万円
予備費 　　　　 １，０００万円
維持補修費　　　　３８８万８千円
貸付金 　　　　　　３０万１千円

繰出金
１億６，２９９万３千円

扶助費　９，７１１万６千円

会　計　別　予　算

国庫支出金
２億９６０万１千円

依存財源依存財源
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●みつえtopics

❸
“みつえ力”を創出・発信する地域づくり

❹
みつえを次世代につなげるための人づくり

● 施業放置林整備事業 ４２，２４３

奈良県森林環境税を財源とし、森林の保全や水源のかん
養など、森林が発揮すべき環境面の機能増進を図るため、
放置森林の間伐を行います。

● 獣害防止柵設置補助金 ２，５００

シカ、イノシシ等有害獣による農作物被害を防止するた
めの防護柵を設置する経費（資材購入費）を助成する。

● 新規就農支援事業 １，５００

農業従事者の減少・高齢化が進む中、青年層の新規就農
者確保と就農後の定着を図るため、所得確保を目的とす
る年間 １５０万円の給付金を給付する。

● 語学指導外国青年招致事業 ４，４２６

学校教育の中で、外国青年とふれあうことで、外国語を
より身近なものとし、また国際的な視野を育むことを目
的に外国語指導助手を配置します。

● 小学校複式学級解消事業 　　　４，４０３

それぞれの学年ごとにきめ細かな学習指導の充実を図り、
基礎学力の向上を目指すため、村単独の非常勤講師を配
置します。

● 放課後児童一時預かり事業 １，９８６

学校が終わった放課後に、子どもたちの安心・安全な居場
所確保を目的に、放課後児童の一時預かりを実施します。

● 特別支援教育支援事業 　　　２，０８７

さまざまな支援を必要とする児童生徒に対してきめ細か
な対応ができるように支援員を配置し、個々の状況に応
じた学習支援を行います。

● 小・中学生給食費助成事業 ２，１６６

子育て支援の一環として、小・中学生の給食費の半額を助
成します。

● 中山間地域等直接支払交付金事業 １４,１６１

農業者の高齢化や離農により、国土の保全力や水源かん
養力といった多様な機能の低下が懸念され、平成１２年か
ら１０年間、対象農地で営農する生産者に対して、平地と
の生産格差分の金額を交付してきました。この事業は、
平成２２年度からさらに５年間継続されることとなり、村
内３０団地でこの事業が活用されています。今後も地域が
連携して農地の保全や水路・農道の管理などを行うため
の支援を行います。

　「
地
籍
」と
は
土
地
の
情
報
で
、
い
わ
ば

土
地
の
戸
籍
で
す
。「
地
籍
調
査
」
と
は
土

地
の
情
報
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　
一
つ
ひ
と
つ
の
土
地
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
境
界
等
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
測
量

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
結
果
、正
確

な
土
地
の
面
積
等
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た

正
確
な
図
面（
地
籍
図
）を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
査

の
成
果
は
法
務
局
に
送
付
さ
れ
、
土
地
の

登
記
簿
が
正
確
な
も
の
に
改
め
ら
れ
ま

す
。

　
現
在
法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

地
図（
公
図
）の
大
半
は
、明
治
初
期
の
地

租
改
正
で
作
ら
れ
た
も
の
を
基
礎
に
し
た

も
の
で
、
土
地
の
境
界
が
不
明
確
で
あ
っ

た
り
、
測
量
も
不
正
確
で
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
土
地
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
行

為
の
基
礎
に
な
る
土
地
の
戸
籍
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
調
査
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
を
行
う
と
大
き
く
次
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
境
界
の
位
置
が
不
明
に
な
っ
て
も
、
正

確
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

土
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
土
地
の
形
状
や
面
積
が
は
っ
き
り
し
ま

す
。

③
災
害
復
旧
が
迅
速
に
行
わ
れ
ま
す
。

④
固
定
資
産
の
課
税
が
適
正
に
行
わ
れ
ま

す
。

⑤
土
地
取
り
引
き
が
円
滑
に
行
え
ま
す
。

　
地
籍
調
査
に
か
か
る
費
用
は
、
国
（
５０

％
）、
県（
２５
％
）、
村（
２５
％
）で
負
担
し
ま

す
の
で
、
土
地
所
有
者
に
負
担
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
境
界
の
現
地
立
ち
会
い
に
出

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

時
間
と
そ
れ
に
か
か
る
交
通
費
等
の
経
費

を
支
給
す
る
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
２５
年
度
は
、
大
字
桃
俣
町
屋
・
菖

蒲
地
区
の
一
部
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
土
地
所
有
者
や
隣
接
所
有
者
の
皆
さ
ん

に
は
、地
元
説
明
会
へ
の
参
加
、一
筆
地
調

査
の
現
地
立
ち
会
い
及
び
作
成
し
た
地
籍

簿
と
地
籍
図
の
原
案
の
閲
覧
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。調
査
す
る
日
程
を
後
日
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

□問
　
住
民
生
活
課

　
　
☎
０
７
４
５（
９
５
）２
０
０
１

　
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
「
土
地
」
の
位
置
、
面

積
等
を
正
確
に
把
握
し
、
土
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
土
地
利
用
を

図
る
た
め
、
平
成
２５
年
度
か
ら
国
土
調
査
法
に
基
づ
く

地
籍
調
査
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

平
成
２５
年
度
か
ら
地
籍
調
査
事
業
が
始
ま
り
ま
す

平
成
２５
年
度
か
ら
地
籍
調
査
事
業
が
始
ま
り
ま
す

こんな経験はありませんか？

相続を受けた土地の正確な
位置がわからなかった。

塀を作り替えようとしたら、
隣の土地の所有者から「境
界が違う」と言われた。

土地を購入し、改めて測っ
てみたら登記簿の面積と違
っていた。

「
地
籍
調
査
」と
は
？

「
地
籍
調
査
」と
は
？

な
ぜ
調
査
が
必
要
か
？

な
ぜ
調
査
が
必
要
か
？

地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

調
査
費
用
は
？

調
査
費
用
は
？

地
籍
調
査
に
ご
協
力
を

地
籍
調
査
に
ご
協
力
を
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●お知らせ●御杖村税について

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
村
税
は
、

福
祉
・
教
育
な
ど
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生

き
と
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源

と
な
り
ま
す
。

　
御
杖
村
で
は
毎
年
、
４
月
に
軽
自
動
車

税
、
５
月
に
固
定
資
産
税
、
６
月
に
村
県

民
税
（
個
人
住
民
税
）
そ
し
て
７
月
に
は

国
民
健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
、
各
税
の

納
期
は
上
表
の
通
り
で
す
。

　
軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
等
）
及
び
二

輪
の
小
型
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
課
税
さ
れ
な
い
場
合

●
次
に
該
当
す
る
場
合
、
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。
（
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。
）

・
各
種
障
害
者
手
帳
所
持
者
名
義
の
軽

自
動
車
（
１
人
に
つ
き
１
台
）

　
・
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車 

（
台
数
制
限
無
し
）
　
　
　
　…

…

な
ど

※

軽
自
動
車
税
の
税
額
や
軽
減
措
置
に
関

し
て
の
詳
細
は
、
広
報
３
月
号
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税

　
御
杖
村
内
に
固
定
資
産
（
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
次

の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
土
地
／
家
屋
】…

土
地
・
家
屋
登
記
簿

ま
た
は
土
地
・
家
屋
補
充
課
税
台
帳
に

所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
ま

た
は
法
人

【
償
却
資
産
】…

償
却
資
産
課
税
台
帳
に

所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
ま

た
は
法
人

　
税
　
　
額

　
税
額
は
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
し

た
課
税
標
準
額
に
税
率
１
．
４
％
を
乗
じ

て
得
た
額
（
百
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
な

り
ま
す
。

　
課
税
さ
れ
な
い
場
合

●
次
に
該
当
す
る
場
合
、
固
定
資
産
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。（
申
請
が
必
要
で
す
。）

・
貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶

助
を
受
け
る
者
の
所
有
す
る
固
定
資
産

・
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
固
定

資
産
（
有
料
で
使
用
す
る
も
の
は
除
く
。）

・
村
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
わ
た
る
災

害
ま
た
は
天
候
の
不
順
に
よ
り
、
著
し

く
価
値
を
減
じ
た
固
定
資
産…

…

な
ど

●
そ
の
年
の
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額
が

次
の
金
額
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
・ 

土
地 …

…
…
…
…
…
 

３０
万
円

　
・ 

家
屋 …

…
…
…
…
…
 

２０
万
円

　
・ 

償
却
資
産 …

…
…
…
 

１５０
万
円          

　
村
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）

　
御
杖
村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
で
、
前

年
中
に
一
定
の
給
与
、
営
業
、
農
業
、
不

動
産
、
譲
渡
、
配
当
や
雑
（
年
金
）
等
の

所
得
の
あ
っ
た
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
御
杖
村
に
住
民
登
録
が
な
い
方

で
、
村
内
に
家
屋
敷
、
事
務
所
や
事
業
所

等
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
「
均
等
割
」

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
税
　
　
額

　
村
県
民
税（
個
人
住
民
税
）に
は
、「
均
等

割
」
と
「
所
得
割
」
が
あ
り
ま
す
。

「
均
等
割
」…

村
民
税
３
千
円
＋
県
民
税

１
千
５
百
円
（
森
林
環
境
税
含
む
）

「
所
得
割
」…

総
所
得
金
額×

（
村
民
税

６
％
＋
県
民
税
４
％
）

　
課
税
さ
れ
な
い
場
合

●
次
に
該
当
す
る
場
合
、
村
県
民
税
（
個

人
住
民
税
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
（
申
請

御
杖
村
税
に
つ
い
て

が
必
要
で
す
。
）

・
貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶

助
を
受
け
る
方 

・
災
害
等
に
よ
り
個
人
の
所
有
す
る
資

産
に
損
失
を
受
け
た
方
　
　…

…

な
ど

●「
均
等
割
」・「
所
得
割
」の
ど
ち
ら
も
課

税
さ
れ
な
い
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
　
　

・
障
害
者
・
未
成
年
者
・
寡
婦
（
夫
）

で
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１２５
万
円

以
下
（
給
与
収
入
で
２０４
万
４
千
円
未

満
）
の
方

●
「
均
等
割
」
が
課
税
さ
れ
な
い
方

・
扶
養
親
族
の
い
な
い
方
で
合
計
所
得

金
額
が
２８
万
円
以
下
の
方

・
扶
養
親
族
の
い
る
方
で
合
計
所
得
金

額
が
２８
万
円×

（
控
除
対
象
配
偶
者
＋

扶
養
親
族
数
＋
本
人
）
＋
１６
万
８
千
円

以
下
の
方
　
　

●
「
所
得
割
」
が
課
税
さ
れ
な
い
方

・
扶
養
親
族
の
い
な
い
方
で
合
計
所
得

金
額
が
３５
万
円
以
下
の
方

・
扶
養
親
族
の
い
る
方
で
合
計
所
得
金

額
が
３５
万
円×

（
控
除
対
象
配
偶
者
＋

扶
養
親
族
数
＋
本
人
）
＋
３２
万
円
以
下

の
方

　
国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
有
す
る

世
帯
主
（
世
帯
主
が
被
保
険
者
で
な
い
場

合
も
含
む
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
税
　
　
額

　
世
帯
内
の
被
保
険
者
ご
と
に
算
定
し
た

所
得
割
額
、
資
産
割
額
（
医
療
給
付
費
の

み
）
、
均
等
割
額
及
び
平
等
割
額
の
合
計

額
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
　
　
減

　
世
帯
主
（
世
帯
主
が
被
保
険
者
で
な
い

場
合
も
含
む
）
及
び
そ
の
世
帯
の
国
民
健

康
被
保
険
者
の
合
計
総
所
得
金
額
が
次
の

軽
減
判
定
基
準
以
下
の
世
帯
に
つ
い
て

は
、
所
得
の
額
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
７
割
軽
減
は
、
３３
万
円
以
下
の
世
帯

・
５
割
軽
減
は
、
３３
万
円
＋
（
２４
万
５

千
円×

世
帯
主
を
除
く
被
保
険
者
数
）

以
下
の
世
帯

・
２
割
軽
減
は
３３
万
＋
３５
万
円×

（
世

　
帯
内
の
被
保
険
者
数
）
以
下
の
世
帯

※

世
帯
に
一
人
で
も
未
申
告
の
方
が
い
る
と

軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

特
定
世
帯
へ
の
軽
減
延
長
に
つ
い
て

  

平
成
２５
年
度
で
特
定
世
帯
に
該
当
し
て

か
ら
５
年
経
過
し
た
世
帯
に
対
し
、
世
帯

割
り
の
軽
減
割
合
を
２
分
の
１
か
ら
４
分

の
１
に
縮
小
し
た
上
で
、
軽
減
期
間
を
３

年
間
延
長
と
な
り
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
７

月
号
の
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

　
課
税
さ
れ
な
い
場
合

●
次
に
該
当
す
る
場
合
、
国
民
健
康
保
険

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
（
申
請
が
必
要
で

す
。
）

・
貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶

助
を
受
け
る
方 

・
災
害
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

と
な
っ
た
方
　
　
　
　
　
　…

…

な
ど

　
村
税
に
関
す
る
証
明

　
所
得
証
明
書
、（
非
）課
税
証
明
書
、
評

価
証
明
書
、
納
税
証
明
書
等
村
税
に
関
す

る
各
種
の
証
明
書
が
必
要
な
と
き
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
の
方
が
印
鑑

と
手
数
料
を
持
参
の
う
え
、
住
民
生
活
課

税
務
徴
収
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
代
理
人
に
よ
る
申
請
は
、
委
任
者
の
署

名
、
押
印
し
た
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
（
継
続
検
査

用
）
は
ど
な
た
で
も
申
請
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　
な
お
、
各
種
申
請
書
は
御
杖
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.vill.m

itsue.nara.jp/)

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
村
税
に
関
し
て
の
詳
細
は
住
民
生
活
課

税
務
徴
収
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□問
　
住
民
生
活
課

　
　
☎
０
７
４
５
（
９
５
）
２
０
０
１

村
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　
申
請
は
口
座
番
号
と
お
届
け
印
を
持
っ
て

役
場
窓
口
ま
た
は
各
金
融
機
関
窓
口
へ
！

●
取
扱
金
融
機
関

　
南
都
銀
行
・
大
和
信
用
金
庫

　
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
引
き
落
と
し
日

　
毎
月
２５
日
（
土
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

※納期限は、各納期月の末日。ただし、１２月は２５日が納期限です。
　末日が日曜・祝祭日等にあたるときは、その翌日（土曜日にあたるときは翌々日）が納期限と
なります。

※賦課期日とは、その年度分の納税義務を確定する基準日のことです。

賦課期日

４月１日

１月１日

１月１日

４月１日

４月

１期

５月

１期

６月

１期

７月

２期

１期

８月

２期

２期

９月

３期

１０月

３期

４期

１１月

５期

１２月

３期

６期

１月

４期

７期

２月

４期

８期

３月

軽自動車税

固定資産税

村県民税
（個人住民税）

国民健康
保 険 税

（※１）特定世帯とは、７５歳に到達する方が国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行するこ
とにより国民健康保険の被保険者が単身となる世帯をいいます。

（※２）課税標準額…前年中の合計総所得額（注）ー基礎控除額（３３０，０００円）
　　　  （注）国民健康保険税の所得割に係る総所得には、住民税と同様な所得控除はありません。
（※３）各合計額が最高限度額を超える場合はその限度額が税額になります。

国民健康保険税額表（平成２５年度）

課税対象者

均等割（１人につき）

所　得　割

資　産　割

最高限度額（※３）

平均割
（１世帯につき）

特定世帯以外

医療給付費分 介護納付金分後期高齢者支援金分

４０歳～６４歳の被保険者

４，０００円

―

―

６，０００円×人数

課税標準額（※２）×１．５％

―

１２０，０００円

４，０００円

２，０００円

３，０００円

４，０００円×人数

課税標準額（※２）×１．５％

―

１４０，０００円

１８，０００円×人数

課税標準額（※２）×６．５％

固定資産税額×４０％

５１０，０００円

０歳～７４歳の被保険者

１７，０００円

８，５００円

１２，７５０円

特定世帯（※１）
（１年～５年）
特定世帯（※１）
（６年～８年）
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●健康福祉課より

平成２５年度  保健カレンダー

成
人
の
健
康
の
た
め
に

親
と
子
の
健
康
の
た
め
に

●バンビ教室（プレイ療法）…発達等が気になる子どもさんへの遊びの教室を行っています。
●母子手帳の交付　　●妊娠判定助成（非課税世帯）　　●インフルエンザ予防接種助成

場　　所項　　　目 日　　程

場　　所項　　　目 対　　象

申込み方法

集

団

方

式

個
　
別
　
方
　
式

総合健診
※特定健康診査
　 （国民健康保険被保険者のみ）
※後期高齢者健康診査
　 胃ガン・肺ガン（結核）・大腸ガン
　 前立腺ガン・肝炎

乳ガン・子宮ガン検診

特定健康診査・後期高齢者健康診査

７月１７日（水）
７月１８日（木）
７月１９日（金）
７月２０日（土）

９月１８日（水）・２０（金）

７月１日～１２月３１日

平成２５年８月～
平成２６年２月

御杖村保健センター

御杖村国保診療所

済生会中和病院
宇陀市立病院

県内指定医療機関

検診ができる医療機関

菊山歯科医院

健 

診

予
　
防
　
接
　
種

乳幼児健診（相談）と
ブックスタート
（０才、１．６才､２才、３才児健診）
集
団

接
種

個
別
接
種

二種混合

肺炎球菌

ヒブ

ポリオ

三種混合（破傷風・ジフテリア・百日咳）

ＢＣＧ

麻疹・風疹

離乳食・幼児食教室

乳児（３ヵ月～１２か月）
１.６歳児健診（１．６～１．８か月）
２歳児健診（２．６～２．８か月）
３歳児健診（３．６～３．８か月）

子育て中の家族と子ども
これから保護者になる人

保健センター

健診：医療機関
相談：御杖保育所

御杖村保健センター

開催日等

小学６年生

２か月～４歳

２か月～４歳

３か月～７歳５か月

３ヵ月～７歳５か月

５か月～７か月

日本脳炎

子宮頸ガンワクチン

３歳～１９歳

小学６年～高校１年の女性

５月１４日（火）（相談）
１１月１２日（火）（相談）
３月４日（火）（相談）

６月１１日（火）

対象者の方に

個別通知します

５月２２日（水）
１１月２８日（木）

□問　保健福祉課　☎ ０７４５（９５）２８２８

肝炎検査
大腸ガン検診

乳ガン検診

子宮ガン検診

歯科検診

Ⅰ期  1歳
Ⅱ期　就学前

申
込
み
書
は
、
５
月
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
被
保
険
者

　
以
外
の
方
の
特
定
健
康
診
査
は
、
各
加
入

　
医
療
保
険
者
か
ら
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○血圧計
○体脂肪計・体重計
○塩分測定器

〈自動血圧計の設置場所〉
◇御杖郵便局
◇JAみつえ支所
◇御杖国保診療所

☆自分で測ろう！！
保健センターで無料で貸し出しています。

☆あなたの活力を測ろう！！☆みんなで集おう！！

〈元気にしとる会〉
〈ふれあい喫茶〉

☆体を丈夫にしよう！！
○筋肉量や基礎代謝
○血圧　　○血糖値
○骨密度（骨密度のみ９月）

☆貸し出しや測定は、事前に保健福祉までご連絡ください。

高血圧（脳卒中）を防ごう!！

本気で
みんなで取り組む　御杖村の健康づくりスローガン

毎月の広報みつえ「保健・福祉センター情報」もご覧下さい。

8 9 10 11

2 3 4

15

22

29

12

51

3

16 17 18 19

23 24 25 26

30 1 2

月 火 水 木 金

【４月の予定】

□問 保健福祉課・社会福祉協議会　☎0745（95）2828

☆みつえっ子広場☆
「こいのぼりを作って遊ぼう。」
■日　時：４月２４日(水)　１０時～１１時３０分

　持ち物：お茶・タオル・着替え・帽子・上靴など

☆毎週月・木・金の９時３０分～１５時は支援室、園庭を開

放しています。気軽にご利用ください。

□問　御杖保育所　☎０７４５（９５）３１３８

☆入　園　式☆
　御杖保育所に２人のかわいいお友だちが入園式を迎

えます。

 ☆筋力アップ教室☆
どなたでも参加できます。

転ばない、つまずかない身体づくりをみんなと一緒に！！

■日　時：４月５日・１２日・１９日・２６日

　　　　　１３時３０分～１５時３０分（毎週金曜日）

■講　師：理学療法士　他

■場　所：保健センター　　■持ち物：お茶

□問　保健福祉課　☎０７４５（９５）２８２８

ふれあい喫茶
子育て支援
母子寡婦福祉会総会

元気にしとる会
（東町）

ふれあい喫茶

ふれあい喫茶

詩吟教室
ふれあい喫茶

老人クラブ総会
カラオケ教室

編み物教室

筋力アップ教室

入園式
筋力アップ教室

元気にしとる会
（上村）（上郷・中野）
身障会総会

元気にしとる会
（菅野）

元気にしとる会
（中村）

昭和の日

ふれあい喫茶 筋力アップ教室

筋力アップ教室

憲法記念日

参加
無料

☆いいことたくさん！ 菅野元気にしとる会☆
　菅野元気にしとる会は、みつえ体験交流館を会場に毎

月1回開催しています。脳トレやロコトレ（足腰が弱ら

ないようにする体操）唱歌など、和やかな雰囲気で誰で

も気軽に参加できます。年間の行事は、みんなで相談し

て季節の行事も取り入れています。また、今ブームのラ

ジオ体操も続けています。菅野の方なら誰でも参加して

いただけます。当日参加もできますので、開催日時など

お気軽にお問い合わせください。

□問　保健福祉課　☎０７４５（９５）２８２８

元気にしとる会
（峯・水口）（中村）

御杖村国保診療所等

場所：保健センター

〈筋力アップ教室〉
場所：保健センター
日時：毎週金曜日
　　　１３：３０～１５：３０
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学校支援地域ボランティアだより
　
１２
月
７
日
、
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
は
、
寒
い
中
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

走
れ
る
よ
う
最
後
ま
で
立
哨
と
励
ま
し
の
声
援
で
見
守
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
１２
月
８
日
、
中
学
校
体
育
館
で
学
習
発
表
会
（
総
合
的
な
学
習

と
教
科
の
発
表
）
で
、
日
頃
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
と
学
習
の
成

果
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

vol.8

中
学
校
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室

小
学
校
、
読
み
聞
か
せ

中
学
校
、
赤
カ
ブ
の
漬
け
物
講
習

中
学
校
学
習
発
表
会
、
ご
参
観

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
１
月
３１
日
、
中
学
３
年
生
に
良
い
薬
と
悪
い
薬
に
つ
い
て
の
授

業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
間
違
っ
た
薬
の
飲
み
方
の
実
験
や

シ
ン
ナ
ー
を
吸
う
と
脳
が
と
け
る
と
言
う
実
験
も
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
実
験
で
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
違
法
ド
ラ
ッ
グ
や
麻
薬
、
シ
ン
ナ
ー
な

ど
一
度
で
も
使
う
と
脳
に
記
憶
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
社
会
に
出
て
行
く
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
知
識
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、一
年
間
通
じ

て
ほ
ぼ
毎
月
行
わ
れ
て
い
ま
す
。一
年
生

の
児
童
か
ら
『
お
話
会
の
み
な
さ
ん
へ
』

と
お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
絵
本
を
い
っ
ぱ
い
読
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
大
変
嬉
し
い
手
紙
で
し
た
。来
年
度

も
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
２
月
２２
日
、
も
の
づ
く
り
体
験
と
し
て
中
学
１
年
生
が
漬
け

物
の
漬
け
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
用
意
し
て
も
ら
っ
た
赤
カ
ブ
が
大
き
か
っ
た
の
で
子
ど
も
た

ち
は
切
る
の
に
大
変
そ
う
で
し
た
が
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。
地
元
の
野
菜
を
使
い
、
冬
の
野
菜
が

甘
く
て
美
味
し
い
事
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
通
じ
て
家
庭
で
漬
け
物
を
漬
け
る
こ
と
の
楽
し

さ
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
で

き
あ
が
り
を
楽
し
み
に
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
状
況

個
人
登
録
　
　
４３
人

団
体
登
録
　
　
１３
団
体

□問
　
教
育
委
員
会

　
　
☎
０
７
４
５（
９
５
）２
０
０
４

小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
見
守
り
、

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
�

昨
年
度
の
学
校
支
援
も

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�
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●お知らせ

「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
物
」

　
御
杖
村
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く

健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
子
育
て

支
援
医
療
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎「
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
」と
は

　
福
祉
医
療
の
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
が

終
了
し
た
小
・
中
学
生
へ
の
医
療
費
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　
助
成
額
は
、
保
険
適
用
さ
れ
た
窓
口
負

担
額
に
限
り
ま
す
。

※
医
療
費
が
高
額
で
あ
っ
た
場
合
は
、

先
に
各
自
の
加
入
保
険
で
高
額
療
養

費
の
申
請
等
を
し
て
い
た
だ
き
、
高

額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
た
残
額
に
対

し
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
医
療
費
請
求
の
時
効
は
、
医
療
費
を
支

払
っ
て
か
ら
２
年
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
。

□問
　
住
民
生
活
課

　
　
☎
０
７
４
５（
９
５
）２
０
０
１

緊
急
の
防
災
情
報
に
つ
い
て

　
御
杖
村
で
は
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
や
土

砂
災
害
な
ど
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
な
ど
、
避
難
準
備
情
報
・
避
難
勧
告
を

発
表
し
て
、
緊
急
の
防
災
情
報
と
し
て
避

難
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。 子

育
て
支
援
医
療
費
の

助
成
金
交
付
請
求
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？

労
働
委
員
会

　
少
子
化
の
進
む

中
、
若
者
を
初
め

と
す
る
定
住
人
口

の
増
加
を
図
る
た

め
、
長
く
村
内
に

住
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
方
に
継
続

的
に
支
援
を
お
こ
な
え
る
制
度
と
し
て
、

保
育
所
及
び
小
・
中
学
校
に
お
い
て
の
給

食
費
助
成
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、定
住
促
進
奨
励
措
置
制
度（
結
婚

祝
金
、出
産
祝
金
及
び
入
所
祝
金
）は
平
成

２５
年
４
月
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

　
食
品
の
表
示
は
、

消
費
者
が
食
品
を
購

入
す
る
と
き
、
そ
の

選
択
に
役
立
つ
重
要

な
情
報
で
す
。

　
奈
良
地
域
セ
ン
タ

ー
で
は
、
食
品
表
示
に
つ
い
て
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
消
費
者
、
生
産

者
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
開
催
さ
れ
る
各

種
会
合
等
へ
担
当
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
『
食
品
表
示
１
１
０
番
』
（
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
設
置
し
て
、
食
品
の
偽

装
表
示
や
不
審
な
食
品
表
示
に
関
す
る
情

報
、
食
品
表
示
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問
　
近
畿
農
政
局
　
奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
表
示
・
規
格
担
当

　
　「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

　
　（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
☎
０
７
４
２
（
３
２
）
１
８
７
７

携
帯
電
話（
N
T
T
ド
コ
モ
）

に
お
け
る

緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

の
開
始
！

　
緊
急
の
防
災
情
報
は
、
防
災
無
線
・
防

災
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
緊

急
の
防
災
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

平
成
２５
年
２
月
１５
日
か
ら
は
N
T
T
ド
コ

モ
の
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

   

緊
急
速
報

   

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」と
は
？

　
携
帯
電
話
向
け
の
災
害
情
報
伝
達
サ
ー

ビ
ス
で
、
御
杖
村
内
に
滞
在
す
る
受
信
機

能
を
持
つ
携
帯
電
話
に
緊
急
の
防
災
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
緊
急
地
震
速
報
、
津
波
警
報
と
災
害
・

避
難
情
報
の
３
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

御
杖
保
育
所
及
び

小
・
中
学
校
給
食
費
の

半
額
助
成
開
始
に
つ
い
て

食
品
表
示
説
明
会
及
び

食
品
表
示
１
１
０
番
の
ご
案
内

食
品
表
示
説
明
会
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か

■出し方

①乾電池はスーパー等の袋（透明または半透

明）に入れ、その他は厚めの肥料袋等に入

れて別々に出してください。

②必ず一人で持てる量にしてください。

③割れやすい蛍光灯は、新聞紙等の紙に巻い

て出してください。

④掃除機・食器乾燥機・ホットカーラーは

それぞれに資源リサイクル品処理用紙（赤

いシール）を貼って出してください。

 ⑤植木鉢類、便器、カン・ビン類は一切出さ

ないでください。

 ⑥排出は、収集日の前日に行ってください。

 （桃俣奥山地区は５月１日中に排出ください。）

■注意

①せともの、ガラス、蛍光灯、乾電池を排出す

るときは、村指定の袋は使用しないでくだ

さい。

②せともの、ガラス、蛍光灯、乾電池を一つの

袋に混ぜて出さないでください。

□問　住民生活課
　　☎０７４５（９５）２００１

収集日 平成25年5月4日（土）

せともの、ガラス、蛍光灯、乾電池
の収集について

４月からの「市民法律講座」のお知らせ

□時　午後１３時～１５時まで

□所　奈良県弁護士会館

□申　ハガキ・ＦＡＸ ０７４２（２３）８３１９

希望講座、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、

電話番号を記入してください。

□問　奈良弁護士会

　　☎０７４２（２２）２０３５

開催日

４月１３日

５月１１日

６月８日

７月１３日

８月３日

９月１４日

１０月１２日

１１月９日

１２月１４日

１月１１日

２月８日

３月８日

テ　ー　マ

弁護士に依頼する方法とポイント

インターネット被害

不動産売買

離婚問題

学校問題

消費者問題

相続・遺言

交通事故

労働問題

賃貸借

成年後見

建築に関する紛争

　
労
働
者
個
人
ま
た
は
労
働
組
合
と
使
用

者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
、
労
使
双
方
の
話
し

合
い
な
ど
の
自
主
的
な
方
法
で
解
決
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
に
、
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
の
が
労
働
委
員
会
で
す
。労
働
委
員

会
で
は
、
労
使
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

お
手
伝
い
と
し
て
「
個
別
労
働
関
係
紛
争

の
あ
っ
せ
ん
」「
労
働
争
議
の
調
整
」「
不
当

労
働
行
為
の
審
査
」等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
　
奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
０
７
４
２（
２
０
）４
４
３
１ 費

用
無
料

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）
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●お知らせ

　
今
回
の
お
す
す
め
は
「
旅
鞄
（
ト
ラ
ン

ク
）
い
っ
ぱ
い
の
京
都
・
奈
良
」
で
す
。

　
国
内
外
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
都
、
奈

良
と
京
都
。

　
す
で
に
様
々
な
切
り
口
で
書
か
れ
た
本

が
数
多
く
存
在
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
お

目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
が
文

房
具
を
テ
ー
マ
に
し
た
京
都
・
奈
良
の
旅

日
記
。
「
文
房
具
ア
ナ
」
堤 

信
子
が
、

京
都
・
奈
良
の
文
房
具
屋
さ
ん
雑
貨
屋
さ

ん
を
巡
る
ち
ょ
っ
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
旅
日

記
。
美
し
い
和
文
具
や
昭
和
レ
ト
ロ
文
具

な
ど
、
文
具
・
雑
貨
好
き
に
は
た
ま
ら
な

い
一
冊
で
す
。

○
こ
の
本
を
読
ん
だ
人

ペ
ン
ネ
ー
ム

　
ヒ
ョ
ー
ド
ル
・
ブ
ン
ボ
ー
ロ
ビ
ッ
チ
・

　
ザ
ッ
カ
ノ
フ

□問
　
教
育
委
員
会

　
　
☎
０
７
４
５
（
９
５
）
２
０
０
４

読 者
か ら

の

御 杖 小 学 校

おすすめの

１冊１冊１冊

「旅鞄（トランク）いっぱいの
 京都・奈良」
著者／堤　信子

童
話
・
絵
本
の
寄
贈
に
つ
い
て

　
日
産
自
動
車
株
式
会
社
よ
り
『
ニ
ッ

サ
ン
童
話
と
絵
本
の
グ
ラ
ン
プ
リ
』
に

お
い
て

☆
絵
本
大
賞
受
賞

　「
ぴ
っ
ち
と
り
た
　
真
夜
中
の
サ
ー
カ
ス
」

☆
童
話
大
賞
受
賞

　「
ぐ
う
た
ら
道
を
は
じ
め
ま
す
」

を
『
次
世
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
…
。
』
と
、
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
童
話
等
は
、
小
学
校

図
書
館
に
蔵
書
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

募集しています！

　教育委員会では、読んでお

もしろかった本、心に残った

本、感激した本、何か影響を

受けた本など、あなたの「お

すすめの一冊」４００字程度の

文章を募集しています。

　投稿いただいた原稿は広

報紙の「おすすめの一冊」で

紹介させていただきます。

図
書
室
利
用
案
内

☆
場
　
　
所

　
御
杖
小
学
校
図
書
室

（
小
学
校
正
面
入
り
口
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
）

☆
開
放
日
時

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

☆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
１
人
５
冊
ま
で
　
４
週
間
以
内

☆
予
約
、リ
ク
エ
ス
ト

　
読
み
た
い
本
が
書
架
に
見
あ
た
ら
な

い
と
き
は
、
予
約
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
返
本
待
ち
、

新
規
購
入
、
奈
良
図
書
情
報
館
か
ら
借

用
な
ど
に
よ
っ
て

で
き
る
だ
け
ご
希

望
に
添
い
ま
す
の

で
、
ど
し
ど
し
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
自
動
車
運
転
者
の
交
通
道
徳
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
秋
に
優
良
運
転
者
の
表
彰
を

行
い
ま
す
の
で
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　
５
月
１
日
〜
５
月
３１
日

▼
受
付
時
間

　
９
時
〜
１６
時（
１２
時
〜
１３
時
を
除
く
）

　
※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

１
．
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
資
格

①
宇
陀
警
察
署
管
内
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
運
転
免
許
保
持
者
で
あ
る
こ
と

②
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
運

転
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

２
．
表
彰
の
種
別
・
条
件

（
表
彰
の
種
別
ご
と
に
条
件
を
全
て
充

た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。）

①
支
部
表
彰
（
宇
陀
警
察
署
長
と
（一財）
奈

良
県
交
通
安
全
協
会
宇
陀
支
部
協
会

会
長
の
連
名
表
彰
）

・
表
彰
の
申
請
日
を
基
準
と
し
て
過
去

６
年
以
上
の
間
、
継
続
し
て
無
事
故

及
び
無
違
反
で
あ
っ
て
、
か
つ
運
転

免
許
の
効
力
の
停
止
処
分
を
う
け
た

こ
と
が
な
い
こ
と

②
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
（
奈
良
県

警
察
本
部
長
と
（一財）
奈
良
県
交
通
安
全

協
会
会
長
の
連
名
表
彰
）

・
平
成
２４
年
４
月
３０
日
現
在
上
級
顕
彰

を
受
け
て
い
る
方
で
、
上
級
顕
彰
受

賞
後
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

・
顕
彰
の
申
請
日
を
基
準
と
し
て
過
去

１０
年
以
上
の
間
、
継
続
し
て
無
事
故

及
び
無
違
反
で
あ
っ
て
、
か
つ
運
転

免
許
の
効
力
の
停
止
処
分
を
う
け
た

こ
と
が
な
い
こ
と

３
．
必
要
書
類

　
①
支
部
表
彰

㋐
申
請
書
…
１
通

（
（一財）
奈
良
県
交
通
安
全
協
会
宇
陀
支

部
協
会
に
あ
り
ま
す
）

㋑
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
記
載
の
「
無
事
故
無

違
反
の
証
」
の
写
し
…
１
通

㋒
運
転
免
許
証
の
写
し
…
１
通

　
②
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰

　
　
前
記
㋐
・
㋑
・
㋒
及
び
上
級
顕
彰
の
写
し

＊
表
彰
人
数
に
制
限
が
あ
り
選
考
の
上
表

彰
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
　
宇
陀
警
察
署
内
　

一
般
財
団
法
人
　
奈
良
県
交
通
安
全

協
会
宇
陀
支
部
協
会
　
事
務
局

☎
０
７
４
５
（
８
２
）
０
１
１
０

優
良
運
転
者
の
表
彰
申
請
に
つ
い
て

優
良
運
転
者
の
表
彰
申
請
に
つ
い
て

警
察
官
Ａ
（
第
１
回
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平成２５年度▼
第
１
試
験
日

・
教
養
・
論
文
試
験
　
５
月
１２
日（
日
）

・
体
力
試
験

５
月
１８
日（
土
）、
１９
日（
日
）の
う
ち
指

定
す
る
１
日

▼
採
用
予
定
人
員

警
察
官
Ａ（
大
卒
）

男
性
７５
人
程
度
、女
性
７
人
程
度

▼
受
験
資
格

昭
和
５８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期

大
学
を
除
く
。）を
卒
業
し
た
人
、
ま
た

は
平
成
２６
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人

▼
受
付
期
間

・
郵
送（
簡
易
書
留
） 

４
月
１９
日（
金
）ま
で

・
持
参（
直
接
左
記
受
験
申
込
先
）

　
４
月
１９
日（
金
）ま
で

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　
４
月
１５
日（
月
）ま
で

□問
・  

申
込
先

　
〒
６
３
０
―
８
５
７
８

　
奈
良
市
登
大
路
町
８
０
番
地

　
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
　
採
用
係

▼
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
１
２
０（
３
５
１
）２
０
４

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w
w
w
.police.pref.nara.jp/

▼
担
当
者

　
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
北
久
保
　
孝
行（
内
線
２
６
３
６
）

　
☎
０
７
４
２（
２
３
）０
１
１
０

　４月６日（土）～１５日（月）までの１０日

間、春の全国交通安全運動が行われます。

運動の基本

子ども高齢者の交通事故防止

運動重点

１．自転車の安全利用の推進

２．全ての座席のシートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底

３．飲酒運転の根絶

４．二輪車、原付車の交通事故防止

　期間中、安協役員さんを中心にして

村内４カ所の交差点において街頭指導

が行われます。交通ルールや交通マナ

ーを守り、安全運転に心がけましょう。

平成 25 年
春の全国
交通安全運動

図

 

書

 

館

 

情

 

報
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